
３－3                 水難事故予防における「実装科学」活用の検討 

 

  井上 泰（千葉・製品安全コンサルタント） 

１．諸言 

今までの弊職の研究は、情報収集から意思決定に⾄る（実⾏動に移る前の）プロセスにおいて⼈の⾏動変容
を促すものであった。このベースの考え⽅は、情報を選別し有益な情報を認知し⾏動に移すという認知⾏動プ
ロセスを基に⾏動までの判断に影響する各種要素に係る物であった。 

今までは、計画を実⾏する前に多くの情報を集め、情報個々を⾃⾝で判断することに多くの時間を割いてい
た。場合によっては判断するために改めて情報収集をするなどの複数のプロセスを経て⾏動に移っていた。 
そのため、その判断プロセスにおいて安全な⽅向に⾏動変容を促すチャンスがあった。 

しかし、AI 活⽤による旅⾏や外出が急速に普及し、AI が推奨するプログラムを優先的に採⽤するケースが
散⾒されるようになった。 

AI 活⽤による旅⾏や外出の判断は、「AI への出問いかけ」→「AI の提案」→「⾃⾝で評価」→「⾏動」と
いう「AI の提案を楽しそうかどうかを評価し、良ければ⾏動に移す」という⾏動判断傾向に移⾏しつつある。 
そのため、⾏動変容を促すチャンスは著しく減少する傾向にある。 

従来の⾏動変容に関するアプローチでは、このような変化に対応ができない。改めて⽔難事故防⽌を社会実
装するために「実装科学」の活⽤が可能であるか検討を⾏った。 

  

２．方法 

「実装科学」は、エビデンスを現場や政策に⽣かす戦略を研究いている学問である。様々な分野で実装のエ
ビデンスが収集されその実践評価がさらに追加され、いまだ研究発展段階の科学である。 

本研究では、代表的な⼿法を任意で選択し、実際に⽔難事故の予防を社会実装するためのメリット・デメリ
ットを評価し活⽤可能性を検討した。 

具体的には、本学問で研究された複数の理論や戦略がどのように実践されたかを評価し、⽔難事故防⽌の対
象者にエビデンスを社会実装することが可能であるかを検討した。 

 

３．結果と考察 

代表的な⼿法のほとんどは、実装結果の評価を最終プロセスに置いている。しかし、⼀般市⺠に実装の確認
を取ることは事実上困難であった。⼀⽅、⾏政が⼀般市⺠へ実施した理論である「ＴＤＦ」は、⼈々の⾏動を
理解し介⼊する理論である本検討に親和性があると評価した。これに、イノベーションの視点を考慮すること
で、⼀定の効果が⾒込める可能性があると考えられた。 

 

表１．一般的に使用される実装理論とフレームワーク        表２．イノベーションの 5つの視点 

 

 

 

 

 

 

出典：実相科学 インターメディカ出版 
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